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表紙 壁画 『創造の広場』 1991年猪熊弦一郎 撮影フォトス高橋章
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材質 大理石（ギリシア産）

御影石（岐阜 ・美濃産）

『壁画の主題になっている馬は、人間をはじめとする生き物の代表として描いたものです。壁画のあるゲートプラザには、

陛画のほかに彫刻類もあり、この広場に立ったとき、空間の広さと美しさを感じ、それぞれの人に新たな創造の意欲がわき

出るような広場にしたかったのです』 猪熊弦一郎



美術館設立に寄せて

『私が少年時代を過ごした、想い出深い丸亀の地に

この美術館が建てられた事を大変嬉しく思います。

現代美術を専門に展示する美術館は、全国的にもユ

ニークであり、丸亀市民の皆様の力で建設されたこ

の美術館によって、まち全体が文化的な環境になっ

て行くことを期待しています』

猪熊弦一郎

cFrancis Haar 



凡例

作品リストは自主企画にのみ掲載し

た。自主企画のうち図録を刊行した

ものについては図録内の作品リス ト

を準処とした。猪熊弦一郎の作品の

所蔵者は、特に記していない楊合は

山館である。
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ー 沿革

1987年 （昭和62年）10月

1988年 （昭和63年）1月

7月

8月

9月

9月

11月

1989年 （平成元年）2月

3月

5月

9月

11月

12月

12月

1990年 （平成2年）3月

1991年 （平成3年）3月

3月

3月

6月

9月

10月

11月

11月

1992年 （平成4年）3月

5月

10月

12月

1993年 （平成5年）4月

5月

9月

1994年 （平成6年）5月

8月

1995年 （平成7年）4月

1996年 （平成 8年）4月

5月

5月

9月

1997年 （平成9年）7月

1998年 （平成10年）11月

2000年 （平成12年）9月

2001年 （平成13年）11月

2001年 （平成13年）11月

2003年 （平成15年）11月

丸亀市が市制90周年事業と して猪熊弦一郎美術館の建設を発表

美術館建設懇談会設置

美術館建設懇談会、市長に意見書提出

美術館建設基本構想策定

美術館基本設計委託

丸亀駅前地下駐車場建設工事着

美術館準備室設置

美術館基本設計完了

美術館実施設計委託

美術館基本設計変更案決定

術館実施設計完了

美術館建設工事着工

美術館建設工事起工式

猪熊弦一郎から丸亀市へ 《夜》《猫に寄せる歌》

《TwoShores A》等、第一回分として作品1000点を寄贈

丸亀駅地下駐車場建設工事竣工

JR丸亀駅南口広場の整備工事完成
定礎式と壁画「創造の広場」除幕式

猪熊弦一郎に名誉市民証授与される （丸亀市第 1号）

美術館建設工事竣工

丸亀市美術館条例制定

美術館の愛称が「MIMOCA」に決定
落成式

一般公開 (23日）

入館者5万人達成 (28日）

猪熊弦一郎から丸亀市長とのかねてからの約束に

基づき所有する作品等を市に寄贈する主旨の文書提出

入館者10万人達成 (9日）

第26回サイン ・デザイ ン箕受賞

財団法人ミモカ美術振興財団設立

猪熊弦一郎、東京にて死去 (17日、満90歳）

第34回建築業協会賞受宜

第7回村野藤吾賞受買

入館者30万人達成 (4日）

ミモカフレンド発足

第5回公共建築賞（主催 ：社団法人 ・公共建築協会）、特別賞受賞 (3日）

休館日改定 （月曜日休館を廃止し、元旦より開館へ）

料金体系改定 （大学生料金を一般料金と分離し、 高校生以下無料に）

開館時間変更 （午前10時から午後6時まで）
入館者50万人突破 (15日）

ホームページ開設 (5日）

美術館南北の市道の愛称を「美術館通り」、「いのくま通 り」と設定

建設省設立50周年記念「公共建築百選」に選出

入館者100万人突破 (26日）

香川県教育文化功労者受裳 (1日）

開館10周年を迎える

ハ；誕100周年記念猪熊弦一郎回顧展が開催される。(23日）
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II 
屈覧会事業

•1 
辰覧会一覧
(2003-2004) 

゜
展覧会名 ム

云

期

72 ヴォルフガング・ライプ展 Ourchgang-Ubergang （年報2001-2002参照）

2003（平成15年度） 73 草間禰生展 Labyrinth一迷宮の彼方に 2003年6月29日～2003年9月7日

74 イン／プリント ーブリティッシュ・アートの新たなヴィジョン一 2003年9月13日～2003年11月16日

75 生誕100周年記念 猪熊弦一郎回顧展 2003年11月23日～2004年2月8日

76 国立美術館巡回展 受容と発展：花ひらく近代洋画 2004年2月14日～2004年3月14日

77 マリ ーナ・アブラモヴィ ッチ -The Star- 2004年3月20日～2004年5月30日

2004（平成16年度） 78 猪熊弦一郎展 ニュ ーヨークからの発信 2004年6月6日～2004年7月19日

79 やなぎみわ〔少女地獄極楽老女〕 2004年7月25日～2004年9月12日

80 猪熊弦一郎展遊泳する形 2004年9月18日～2004年11月3日

81 ジャパニーズ・モダン一剣持勇とその世界 2004年11月13日～2005年1月16日

82 猪熊弦一郎展 人物像にみる表現 2005年1月22日～2005年3月6日

83 風景遊歩 sight-cruising 2005年3月13日～2005年6月12日
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II 
展覧会事業

•1 •1 
企画屈

73草間禰虹展 Labyrinth一迷宮の彼方に
会

主

期 2003年 6月29日（日）～9月7日（日）

催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミ モカ美術振興財団

特別協力 草間弾生スタジオ

協 カモマ ・コンテンポラ リー

企画協力 株式会社アート プランニング レイ

巡回先 2003年 9月20日（土）～11月24日（月） 北海道立釧路芸術館

日本国内はもちろん世界各地での展覧会で発表を続け、

今や日本を代表するアーティストの一人、草間禰生の関西、

中 • 四国エリアの美術館では初個展を開催した 。

ここ数年、日本国内の美術館においても様々な視点によ

る構成での個展開催が続いている草間であるが、本展は渡

米前後に制作された日本未公開のドローイング作品68点や

シルバーによるソフトスカルプチャー作品の展示により、

草間作品を読み解くキーワードである「反復」、「増殖」が

体感できる展示構成がなされた。鑑賞者は全 120点にわた

る草間作品をまるで迷宮のような展示空間内に辿るうちに、

草間が本質的に抱える生と死の問題を深く見つめ、 肌で感

じ取ることのでぎる展覧会となったようである。

刊行物 カタログ

制作物 作品リスト 子どもチラシ

が間禰生殷Labyrinthー迷宮の彼方t:
会期：2003年6月29nCB)~2003年9}｝7n(H)会1111中無休

＾ 

関連企画

記念講演会

7月13日（日） 14時～

テーマ 「草間禰生の1970年代」

講 師 関直子（東京都現代美術館学芸員）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 85人

ギャラリートーク（担当学芸員による）

7月27日（日）、8月10日（日）、8月24日（日）
14時～
参加者数 117人 (3日間合計）

入場者数 13:.821人
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onedotzero_select dvd上映会

9月13日（土）、 15日（月／祝）、23日（火／祝）、

10月5日（日）、11日（土）、11月1日（土）

14時～15時

協 カアスミック・エースエンタテ

インメント株式会社

会 場 2階ミュージアムホール

参加者数 194人(6日間合計）

LONDON AND BRIGHTON GUIDE-DVD 

for Creators上映会

9月14日（日）、10月13日（月／祝）、

11月3日（月／祝） 14時～15時10分

会 場 2階ミュージアムホール

参加者数 123人(3日間合計）

ミュージック／アートーUKミュージック・ヴィデオ・ショウー

9月20日（土）、27日（土）、28日（日）、

10月4日（土）、12日（日）、18日（土）、 19日（日）、

26日（日）、

11月2日（日）、8日（土）、9日（日）、16日（日）

10時～18時

協 カ ソニー・ミュージックジャパン

インターナショナル、東芝EMI

株式会社、ユニバーサルミュー

ジック、beatink/beat recor 

ds、エイベ ックス ・レコード、

BMGファンハウス、ワーナー

ミュージック、森電業、森佳子

（敬称略）

参加者数 655人(12日間合計）
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作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm) 所蔵

1 自画像 1921 油彩 • カンヴァス 53. 5X 45. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

2 婦人像 1926 油彩・カンヴァス 116. sx 91. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
3 眠れる女 1927 油彩・カンヴァス 116. sx 90. 9 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
4 座像 1929 油彩・カンヴァス 145. 0 X 112. 0 香川県文化会館

5 青衣 1930 油彩・カンヴァス 71. 3X 49. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

6 水差しを持てる女 1930 油彩・カンヴァス 145. 5 X 112. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

7 コンポジション 1930 油彩・カンヴァス 181. 7X257. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

8 パレットを持つ女 1931 油彩・カンヴァス 90. sx 65. 3 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館， 二人 1931 油彩・カンヴァス 160. l X 129. 2 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

10 画室 1932 油彩・カンヴァス 180. 3 X 290. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

11 画室 1933 油彩・カンヴァス 180. 0 X 275. 0 東京国立博物館

12 灰色の服 1933 油彩・カンヴァス 145. 5 X 112. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

13 海と女 1935 油彩・カンヴァス 180. 1 X 288. 7 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

14 馬と裸婦 1936 油彩・カンヴァス 182. 3 X 291. 5 愛知県美術館

15 ニースの女 1939 油彩・カンヴァス 92.0X 60.4 香川県文化会館

16 鳥と少女 1939 油彩カンヴァス 80.3X 60. 6 高松市美術館

17 S君の像 1939 油彩・カンヴァス 81. 5X 65. 3 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

18 妻と手袋 1939 油彩・カンヴァス 80. 8X 60. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

19 ジプシーの子供達 1939-40 油彩・カンヴァス 80. 3X 60. 4 高松市美術館

20 マドモアゼルM 1940 油彩・カンヴァス 81. 2X 65. 4 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

21 赤い上着 1940 油彩・カンヴァス 72. 7X 60. 5 香川県文化会館

22 葉をくわえた女 1940 油彩・カンヴァス 65. ox 46. 0 香川県文化会館
23 長江埠の子供達 1941 湘彩・カンヴァス 130. 5 X 194. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

24 ダムのある風景 1945頃 油彩・カンヴァス 60. 5X 72. 7 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

25 緑陰 1946 湘彩・カンヴァス 93. 8X 62. 5 高松市美術館

26 絵を描<N氏 1950 油彩・カンヴァス 92. ox 117. 5 香川県文化会館
27 六つの顔 1950 油彩・カンヴァス 92. ox 117. 5 香川県文化会館
28 バレ リーナの夢想 1950 油彩・カンヴァス 131. ox 162. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
29 二人の裸婦 1951 油彩・カンヴァス 116. 5X 91. 0 香川県文化会館

30 猫と住む人 1952 油彩・カンヴァス 130. 8 X 193. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

31 人と猫 I 1953 油彩・カンヴァス 79. 3X 99. 0 香川県文化会館

32 月と猫達 1953 油彩・カンヴァス 80. ox 100. 0 香川県文化会館
33 馬と道化 1955 油彩・カンヴァス 117.0X 91.0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

34 HANIWA 1 1956 油彩・カンヴァス 106. 4 X 175. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

35 Pine Tree 1 1956 油彩・カンヴァス 178. ox 91. 2 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
36 Calm 1956 油彩・カンヴァス 157. ox 91. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
37 星座 1958 油彩・カンヴァス 200. 5 X 180. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

38 御神楽 1961 油彩・カンヴァス 203. 2 X 178. 0 香川県文化会館

39 Greetmg of Neighborhood 1962 油彩・カンヴァス 152. 5X 127. 2 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

40 無重力地帯 1962-63 油彩・カンヴァス 203. 0 X l 78. 0 東京国立近代美術館
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No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm) 所蔵

41 Confusion and Order 1964 油彩・カンヴァス 203. ox 177. 5 東京国立近代美術館
42 ENTRANCE (A) 1964 油彩・カンヴァス 198. ox 178. 0 東京国立近代美術館
43 ヴォイス（マンハッタン） 1965 油彩・カンヴァス 213. 0X292. 0 京都国立近代美術館

44 CITY PLANNING 1965 アクリル・カンヴァス 200. 7X292. 3 高松市美術館

45 マンハッタン A 1966 油彩・カンヴァス 204. 3 X 153. 2 愛知県美術館

46 The City (Green No. 4) 1968 アクリル・カンヴァス 203. ox 152. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
47 City Planning Yellow No.1 1968 アクリル・カンヴァス 152. ox 153. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
48 驚く可き風景 (B) 1969 油彩・カンヴァス 111. sx 193. 5 東京国立近代美術館
49 Two Shores B 1970 アクリル・カンヴァス 203. 7X 178. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

50 風景 EX 1972 アクリル・カンヴァス 203. 5X 179. 0 京都国立近代美術館

51 Landscape BY 1972 アクリル・カンヴァス 203.5Xl78.8 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

52 Rainbow Z 1976 アクリル・カンヴァス lll. OX 96. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

53 角と丸 BX 1977 アクリル・カンヴァス 190.0Xl75.0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

54 ピンク角 1977 アクリル・カンヴァス 119. 9X 85. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

55 飛び行くカ 1978 アクリル・カンヴァス 136. 3 X 122. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

56 地図の中の日曜日 1979 アクリル・カンヴァス 177. ox 194. 0 愛知県美術館
57 絵の中に住む絵 1980 アクリル・カンヴァス 200. 0X250. 0 香川県文化会館

58 夜を飛ぶ 1980 アクリル・カンヴァス 137. 0Xl22. 3 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

59 発芽時代 1985 アクリル・カンヴァス 90. 5Xl26. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

60 体操と水 1987 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

61 二つの門 1987 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 121. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

62 顔 31 1989 アクリル・カンヴァス 130.4X 97. 2 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

63 顔 80 1989 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 194. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

64 顔犬鳥 1991 アクリル・カンヴァス 194. 0X259. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

65 裸子 1顔 13鳥2 1991 アクリル・カンヴァス 127. 5X 96. 2 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

66 鳥犬顔隣人 1992 アクリル・カンヴァス 194. ox 130. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
67 或晴れた一日 1992 アクリル・カンヴァス 136. ox 122. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
68 風車と鳥 1993 アクリル・カンヴァス 137. ox 122. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
69 飛ぶ日のよろこび 1993 アクリル・カンヴァス 137.3Xl22. l 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

70 ダボとカガシ 1993 アクリル・カンヴァス 120. 8X 101. 4 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

71 素描 1 不詳 鉛筆・紙 28. 2X 37. 2 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

72 素描2 不詳 木炭、インク • 紙 36.4X 29. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

73 素描3 不詳 インク・紙 38.1X29.2 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

74 素描4 不詳 鉛箪 • 紙 37. 6X 28. 7 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

75 素描 5 不詳 鉛筆・紙 27. 2X 36. 7 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

76 素描6 不詳 鉛筆 • 紙 31. lX 20. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

77 素描 7 不詳 鉛筆・紙 30. 9X 20. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

78 素描8 不詳 鉛筆・紙 31.1 X 20. 5 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

コレクション 計20点

No.24の作品名は便宜的につけたものです。
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76 国立美術館巡皿展 受容と発展：花ひらく近代洋画
会

主

期

催

後 援

2004年2月14日（土）～3月14日（日）

東京国立近代美術館、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、

財団法人ミモカ美術振興財団、丸亀市教育委員会

朝日新聞高松支局、産経新聞高松支局、 山陽新聞社、四国新聞社、

日本経済新聞社高松支局、毎日新聞高松支局、読売新聞高松総局
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東京国立近代美術館、京都国立近代美術館、国立国際美

術館、国立西洋美術館が所蔵する、大正、昭和初期に日本

人画家によって制作された作品と当時の画家が影響を受け

た西洋の作品、 47点を通じて、油彩画がどのようにして日

本に受容されてきたのか、西洋の影響を受けつつ発展して

きた日本近代洋画の展開を概観した。約40年の間に制作さ

れた作品を通覧することにより、短い期間のなかで様々な

試みがなされた当時の洋画の動きを知ることができるもの

とした。

なお本展は独立行政法人国立美術館等の所蔵作品を効果

的に活用し、地域住民の鑑賞機会の充実及び美術の普及を

固り、もって地域文化の振興に資するために行われた事業

である。国内 4つの国立美術館が所蔵する優れた作品の

数々を丸亀の地で公開することによ って、地方にいながら

にして秀作を鑑賞する貴重な機会となった。

刊行物

制作物

カタログ

作品リスト

関連企画

記念講演会

2月22日（日） 14時～

テーマ 日本近代とく洋画＞

講 師中林和雄（東京国立近代美術館

美術課長）

2階ミュージアムホール

92人

会場

聴講者数

入場者数 5:,588人
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ギャラリートーク（担当学芸員による）

2月15日（日）、21日（土）

3月6日（土）、14日（日） 13時30分～

対 象一般

参加者数 120人(4日間合計）

ファミリー・ギャラリートーク（担当学芸員による）

2月28日（土）、3月7日（日） 11時～

対 象 中学生以下のこどもを含む家族

参加者数 5組14人(2日間合計）

作品リスト

No. 作者 作品名

i 個性の芽生え

1 パブロ ・ピカソ 道化役者と子供

2 川上涼花 鉄路

3 パブロ ・ピカソ ポスターのある風景

4 安井曾太郎 少女像

5 梅原龍三郎 黄金の首飾り

6 森田恒友 フランス風景

7 岸田劉生 道路と土手と塀（切通之写生）

8 藤島武二 匂い， 萬鉄五郎 もたれて立つ人

10 関根正二 婦人像

11 ピエール＝オーギュスト・ばらをつけた女

ルノワー）レ

制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm) 所 蔵

1905 グワッシュ、 パステル •厚紙 71. ox 52. 0 国立国際美術館
1912 油彩・キャンバス 59. ox 44. 0 東京国立近代美術館
1912 油彩・キャンバス 46. ox 61. 0 国立国際美術館
1912 油彩・キャンバス 55. 3X 46. 5 京都国立近代美術館

1913 池彩・キャンバス 47.4X 45. 3 東京国立近代美術館

1914-15 油彩・キャンバス 37. 5X 45. 5 東京国立近代美術館

1915 油彩・キャンバス 56. ox 53. 0 東京国立近代美術館
1915 油彩・キャンバス 69. 5X 76. 0 東京国立近代美術館

1917 油彩・キャンバス 162. 5X 112. 5 東京国立近代美術館

1918頃 油彩・キャンバス 60. 4X 40. 4 東京国立近代美術館

1910年代頃 油彩・キャンバス 52.4X46.4 国立西洋美術館
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No. 作者 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm) 所 蔵

11 美術の実験

12 中川紀元 風景 1920 油彩・キャンバス 114. 3X 78. 5 京都国立近代美術館

13 神原泰 スクリアビンの「エクスタシーの詩」に題す 1922 油彩 •布 114. 6X 89. 6 東京国立近代美術館

14 村山知義 あるユダヤ人の少女像 1922 池彩、紙、木、コラージュ 40. ox 27. 0 東京国立近代美術館
15 岡本唐貴 制作 1924 油彩、デトランプ・綿布 106. ox 72. 3 東京国立近代美術館
16 住谷磐根 作品 1924 油彩・キャンバス 80. 7X 65. 3 東京国立近代美術館

17 パウル・クレー 花ひらく木をめぐる抽象 1925 油彩•厚紙 39. 3X 39.1 東京国立近代美術館

18 古賀春江 月花 1926 油彩・キャンバス 91.0Xll7.0 東京国立近代美術館

19 マックス・エルンスト 灰色の森 1927 油彩・キャンバス 80. ox 100. 0 国立国際美術館
20 ヴァシリー・カンディンスキー 給ミの中の絵 1929 油彩・カードボード 70.0X 4-9.0 国立国際美術館

21 福沢一郎 Poisson d'Avnl（四月馬鹿） 1930 油彩・キャンバス 80. 3Xll6. 5 東京国立近代美術館

ni 洋画の成熟

22 小出楢重 卓上静物 1928 油彩・キャンバス 59. ox 71. 5 京都国立近代美術館
23 児島善三郎 鏡を持つ女 1928 油彩・キャンバス 162. 5Xll4. 0 東京国立近代美術館

24 前田寛治 裸体 1928 油彩・キャンバス 129. 0 X 192. 5 東京国立近代美術館

25 里見勝蔵 女 1928頃 湘彩・キャンバス 92. ox 65. 2 京都国立近代美術館
26 児島善三郎 無衣の女 1932 油彩・キャンバス 116.5X 91.0 東京国立近代美術館

27 安井曾太郎 ノ並芸合 1934 池彩・キャンバス 96. 5X 74. 5 東京国立近代美術館

28 藤島武二 港の朝陽 1935 池彩・キャンバス 44. 5X 59. 5 東京国立近代美術館

29 須田国太郎 歩む笠 1940 油彩・キャンバス 131. 0Xl62. 5 東京国立近代美術館

30 梅原龍三郎 北京秋天 1942 油彩、岩絵具 • 紙 88. 5X 72. 5 東京国立近代美術館

1V 日本の外と内

31 国吉康雄 乳しぼりの女 1923 油彩・キャンバス 51.0X 61.0 国立国際美術館

32 ジュール・パスキン バラ色の下着の少女 1924-25 油彩・キャンバス 65.0X 81. 0 国立国際美術館

（青いブレスレットの少女）

33 佐伯祐三 ガス灯と広告 1927 油彩・キャンバス 65. ox 100. 0 東京国立近代美術館
34 藤田嗣治 メキシコに於けるマドレーヌ 1934 油彩・キャンバス 91. ox 72. 5 京都国立近代美術館
35 野田英夫 帰路 1935 油彩・キャンバス 97. ox 146. 0 東京国立近代美術館
36 北川民次 ランチェロの唄 1938 テンペラ・紙 161. 5X 130. 0 東京国立近代美術館

V 時代と美術

37 山口長男 二人像 1930 油彩・キャンバス 73. ox 60. 0 東京国立近代美術館
38 川口軌外 スヴニール 1932 油彩・キャンバス 116. 5X 80. 4 京都国立近代美術館

39 津田青楓 犠牲者 1933 油彩•キャンバス 193. ox 95. 4 東京国立近代美術館
40 霰光 馬 1936 油彩・キャンバス 96. ox 141. 0 東京国立近代美術館
41 吉原治良 作品 1936 油彩・キャンバス 91.0Xll7.0 京都国立近代美術館

42 伊藤久三郎 雨或いは感傷 1937 油彩・キャンバス 130. 3 X 162. 1 京都国立近代美術館

43 北脇昇 独活 1937 油彩・キャンバス 117.0X 74.0 東京国立近代美術館

44 村井正誠 URBAIN 1937 油彩・キャンバス 72. 5X233. 5 東京国立近代美術館

45 長谷川利行 新宿風景 1937頃 油彩・キャンバス 46. ox 53. 0 東京国立近代美術館
46 小野里利信 黒白の丸 1940 油彩・キャンバス 116.0X 89.3 東京国立近代美術館

47 松本竣介 Y市の橋 1943 油彩・キャンバス 61. ox 73. 0 東京国立近代美術館
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77 マリーナ・アブラモヴィッチ -The Star-
会

主

後

期 2004年 3月20日（土／祝）～ 5月30日（日）

催 「マリーナ・アブラモヴィッチ ーTheStar-」展実行委員会、

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

援オランダ総領事館

巡回先 2003年11月22日（土）～2004年 2月1日（日） 熊本市現代美術館

世界的パフォーマンス ・アーティス ト、 マリーナ ・アブ

ラモヴィッチの日本初となる大規模な回顧展を開催した。

1946年旧ユーゴスラビア、ベオグラード生まれのアブラモ

ヴィッチは1960年代後半から自らの肉体を用いたパフォー

マンスを始め高い評価を碍てきた。また1975年から 88年ま

で公私にわたるパー トナーであったドイツ人アーティスト 、

ウーライとのコラボレー ションもよく知られている。現在

はソロで活躍を続けており、パフォーマンス、オブジェ、

映像作品とその活動領域は幅広い。

本展ではゲス ト・キュレーターにアブラモヴィッチと 同

じベオグラ ード出身の世界的キュレーター、ボヤーナ ・ペ

イジ氏を招き、最新作を含む写真、映像、オブジェなど30

点を展示した。

国内では熊本市現代美術館との 2会場のみによる巡回展

であったこともあり関いが高く 、アブラモヴィッチが見せ

る人間存在の極限に挑戦するような作品、また精神の在り

ようを探求する作品が観客に衝撃を与えていた よう である。

刊行物 カタログ

関連企画

レクチャー 1

3月20日 （土／祝） 13時～14時

テーマ 「PerformingBody（パフォー

ミング・ボデイ ）」（逐次通訳有）

講 師マリーナ・アブラモヴィ ッチ

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 169人

入場者数 7z.714人
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78猪熊弦一郎展 ニューヨークからの発信
会

主

期 2004年 6月6日（日）～ 7月19日（月／祝）

催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

G U t,'¥J I‘、J O K U M A 

猪熊弦一郎展 ニューヨークからの発信

1955年の渡米をきっかけに、猪熊は制作と生活の拠点を

ニューヨークに移し20年間に及ぶ滞米中、ウィラード・ギャ

ラリーの所属作家として全10回の個展を開催した。同画廊

は、西海岸出身のマーク ・トビー、モーリス ・グレイブス、

日系アメリカ人のタダシ • サトー、そして彫刻家のデイビ ッ

ド・スミスなどの優れた作家が所属作家として名を連ねる

ニューヨークでも著名な画廊であった。

抽象表現主義という新たな芸術の誕生によ って活気を帯

びた当時のニューヨークには、ポップアート、ネオダダと

いった新たな芸術が次々と登場していた。猪熊はその潮流

の中に身を置くことで、抽象画家としての再出発を決意し、

新たな芸術を模索していく中で、作品は渡米直後の抽象表

現主義の洗礼を受けつつ日本的な題材を用いたものから、

やがて自分を魅了したニューヨークの都市を短い線の集合

によって表現したものへ、そして風景を捉えたものへと時

間の流れとともに移り変わっていった。

滞米中、猪熊は各種の国際展など多くの展覧会にも参加

し、幅広く活躍の場を得ているが、今展ではウィラード ・

ギャラリーでの発表作品に限って展示した。個展という同

じスタイルで、約2年ごとのサイクルで発表された作品群

により、順次その変遷を追うことが今回の試みである。ま

た、作品だけではなく、個展会場の様子を伝えるために猪

熊の友人で画家近藤竜男氏らが撮影 した展示風景の写真を

補助的に展示した。
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制 作物 カタログ

関連企画

ギャラリートーク（担当学芸員による）

6月6日（日）、7日（月）、20日（日）

7月4日（日）、5日（月）、18日（日）

14時～

参加者数 76人(6日間合計） 入場者数 3.2,518人
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作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

第 1回展(1956.4. 3-28) 

1 Garden（庭） 1956 湘彩・カンヴァス 175. 3 X 106. 7 

第2回展(1957.2. 26-3. 23) 

2 竹藪 1956 油彩・カンヴァス 154. 8 X 175. 2 

3 H1yaku（飛躍） 1956 湘彩・カンヴァス 198. 7 X 152. 7 

4 Color Land（色彩の地） 1956 油彩・カンヴァス 124. 5 X 178. 8 

第3回展(1958.10.7-11.1) 

5 Sky Promenade（空の散歩） 1957 油彩・カンヴァス 111. 8 X 127. 0 

6 D1VIng（ダイビング） 1958 油彩・カンヴァス 202.1 X 127. 1 

第4回展(1960.10. 4-29) 

7 空の散歩 1958 油彩・カンヴァス 203. 3 X 178. 0 

8 黄色の反響 1960 油彩・カンヴァス 200. 3 X 175. 0 ， 白い孔 1960 油彩・カンヴァス 173. 8 X 201. 0 

10 Sit Opposite on a Head（頭上と反対に座る） 1960 油彩・カンヴァス 178. 0 X 140. 0 

第5回展(1962.10. 30-11. 24) 

11 Yag1bush1（八木節） 1962 油彩・カンヴァス 203. 5 X 1 72. 8 

12 獅子舞 1961 油彩・カンヴァス 203. 0 X 183. 0 

13 Birth of Gray（灰色の誕生） 1962 油彩・カンヴァス 203. 2 X 127.1 

14 月へのいざない 1962 油彩・カンヴァス 152. 7 X 109. 3 

15 Teen Agers（ティーンエイジャー） 1962 油彩・カンヴァス 157.9 X 91.6 

16 Twist（ツイスト ） 1962 油彩・カンヴァス 157. 2 X 91. 5 

17 太陽の日 1962 油彩・カンヴァス 127. 0 X 102. 0 

第 6回展(1964.9. 29-10. 24) 

18 Confusion and Order "A"（混乱と秩序“A") 1964 油彩・カンヴァス 203. 1 X 177. 8 

19 Black Circle（ブラ ックサークル） 1964 油彩・カンヴァス 152. 8 X 152. 4 

20 Snake Line（スネークライン） 1964 油彩：カンヴァス 126. 7 X 203. 5 

第 7回展(1967.2.14-3.18) 

21 Blue Streets（ブルーストリート ） 1966 アクリル・カンヴァス 171. 9 X 98. 9 

22 Manhattan "B''（マンハ ッタン“B") 1967 アクリル・カンヴァス 203. 7 X 152. 6 

第8回展(1968.10. 8-11. 2) 

23 The City Blue No. 2（街青No.2) 1968 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 1 78. 5 

24 The City (Green No. 2)（街（緑No.2)) 1968 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 0 

第 9回展(1970.10.13-11.4) 

25 Two Shores A （二つの岸A) 1970 アクリル・カンヴァス 203. 3 X 178. 0 

26 Two Shores (Yell ow)（二つの岸（黄色）） 1970 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 0 

27 Water Shores A （水辺A) 1970 アクリル・カンヴァス 203. 3 X 178. 0 

第10回展(1972.10.3-28) 

28 Landscape EV（風景EV) 1972 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 0 

29 Landscape GT（風景GT) 1972 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 5 

30 Landscape DW（風景DW) 1972 アクリル・カンヴァス 203. 6 X 178. 0 

31 Landscape IR（風景IR) 1972 アクリル・カンヴァス 127. 7 X 102. 2 
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79 やなぎみわ〔少女地獄極楽老女〕屈
会

主

後

助

協

認

期 2004年 7月25日（日）～9月12日（日）

催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

援 朝日新聞高松総局、産経新聞高松支局、 山陽新聞社、四国新聞社、

日本経済新聞社高松支局、毎日新聞高松支局、読売新聞高松総局、

NHK高松放送局、岡山放送、 KSB瀬戸内海放送、 山陽放送、

TSCテレビせとうち、西日本放送

成 芸術文化振興甚金、財団法人地域創造

賛株式会社資生堂

定社団法人企業メセナ協議会

日本の現代美術を代表するアーティストの一人、やなぎ

みわの国内初となる大規模個展を開催した。やなぎはCG

を用いた写真作品や映像作品で国内外から高い評価を得て

いるが、本展では、若い女性が半世紀後の自分について語

り、そのイメージどおりにモデルとして登場、特殊メイク

やCGにより「理想のおばあさん像」として表現された作

品シリーズ「MyGrandmothers」や、老女と少女が登場

する寓話の場面をヒントに密室の中で少女モデルたちが老

若を往還し、その交換と混合を繰り広げるというこれまで

の作品とは対極の表現が見られる新作シリーズ「寓話」な

ど30点を展示した。

作品テーマに「老い」が含まれることもあり、広い世代

に渡り関心を集めていたようである。また新作制作にあ

たってはモデルを地元から公募したり、地域の小・中学生

に参加を求めるなど、作品鑑賞だけでは得られない現代美

術への新たな接点を持つことができるように機会を設けた

が、各々に貴重な経験となっていたようである。

刊行物 カタログ

制作物 作品リスト、子どもチラシ

〇碑．

ワークショ ップ

8月21日（土） 10時～15時

テーマ 「『老い』を試みる

一老童男女の写真館」

講 師やなぎみわ

会 場 2階造形スタジオ

参加者数 11人

関連企画

記念講演会

7月25日（日） 13時～

テーマ 「老女の物語」

講 師やなぎみわ

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 243人

ギャラリートーク（担当学芸員による）

8月8日（日）、9月4日（土） 13時30分～

参加者数 66人(2日間合計）

入場者数 8:,756人
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作品リスト

No. 作品名 制作年 技法 サイズ（縦X横cm)所蔵

1 My Grandmothers : YUKA 2000 ライトジェットプリント 160. 0Xl60. 0 作家

2 My Grandmothers. MIE 2000 ライトジェットプリント 120. 0Xl60. 0 作家

3 My Grandmothers : SACHIKO 2000 ライトジェットプリント 86. 7Xl20. 0 作家

4 My Grandmothers : MINAMI 2000 ライトジェットプリント 133. 0Xl60. 0 作家

5 My Grandmothers : HIROKO 2001 Cプリント 120. 0Xl44. 0 作家

6 My Grandmothers : A YUMI 2001 Cプリント 58. 3Xl00. 0 個人

7 My Grandmothers : REGINE& YOKO 2001 ライトジェットプリント 128. 0Xl60. 0 作家

8 My Grandmothers : YOSHIE 2001 Cプリント 83. 3Xl00. 0 作家， My Grandmothers : MIKA 2001 Cプリント 150. 0Xl80. 0 作家

10 My Grandmothers : MIW A 2001 Cプリント 100. 0Xl20. 0 作家

11 My Grandmothers : MIKIKO 2001 ライトジェットプリント 100. ox 72. 8 作家
12 My Grandmothers : ERIKO 2001 ライトジェットプリント 120. 0Xl80. 0 作家

13 My Grandmothers : RYUEN 2002 ライトジェットプリント 76. 5X 90. 0 作家

14 My Grandmothers : MISAKO 2002 ライトジェットプリント 120. ox 80. 0 作家
15 My Grandmothers : GEISHA 2002 Cプリント 180.0X240.0 作家

(AKIYO, MAI, HITOMI, NORIKO) 

16 My Grandmothers : MINEKO 2002 ライトジェットプリント 87. 5Xl20. 0 作家

17 My Grandmothers : ESTELLE 2003 ライトジェットプリント 120. ox 90. 0 作家
18 My Grandmothers : AI 2003 ライトジェットプリント 180. 0X240. 0 作家

19 My Grandmothers : SHIZUKA 2004 ライトジェットプリント 140. OXlOO. 0 作家

20 My Grandmothers : KAHORI 2004 ライトジェットプリント 64. ox 80. 0 作家

21 Granddaughters 2004 ビデオ・インスタレーション 作家

22 寓話シリーズ 眠り姫 2004 ゼラチン・シルバー・プリント 100. 0Xl00. 0 作家

23 寓話シリーズ グレーテル 2004 ゼラチン・シルバー・プリント 100. 0Xl00. 0 作家

24 寓話シリーズ 白雪 2004 ゼラチン・シルバー・プリント 100. 0Xl00. 0 作家

25 寓話シリーズ ラプンツエル 2004 ゼラチン・シルバー・プリント 100. 0Xl00. 0 作家

26 寓話シリーズ 赤ずきん 2004 ゼラチン・シルバー・プリント 100. 0Xl00. 0 作家

27 寓話シリーズ エレ ンディラ 2004 ゼラチン・シルバー・プリント 100. 0Xl00. 0 作家

28 寓話シリーズ 無題 I 2004 ゼラチン・シルバー・プリント 140. 0Xl00. 0 作家

29 寓話シ リーズ無題II 2004 ゼラチン・シルバー・プリント 140. 0Xl00. 0 作家

30 砂少女 2004 ビデオ・インスタレーション 作家
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80 猪熊弦一郎屈 遊泳する形
会

主

期

催

2004年 9月18日（土）～11月3日（水／祝）

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

「モノ」としてではなく「形」としての意識をも って見る

と、身の回りには実にたくさんの「形」が存在している。

本展では画家、猪熊弦一郎 (1902-93)が1970年代後半か

ら1990年にかけて、特に「形」を描いた作品約40点を展示。

猪熊は1973年 （当時70歳）に患った脳血栓を機に、 20年

間に及ぶニューヨークでの生活に終止符を打ち、 1975年か

ら生活と制作の拠点を東京と、冬の間はハワイに移した。

1955年の渡米を機に抽象画家として歩み始めた頃から、 一

構成要素として丸や角などの「形」を画面に登場させてい

たが、ハワイに移ってしばらくした頃から、 真白または一

色の背景に、丸みを帯びた有機的な形、鋭角を持つ直線を

基調とした形など様々な大きさの形が、画面空間をあたか

も意志を持って遊泳するかのごとくに描かれるようになっ

た。またこの時期に猪熊の心をとらえていたのは「宇宙」。

すべてを内包する宇宙空間を、画家としての無限の可能性

を求める白いカンヴァスの画面空間に重ねつつ自由に描い

た 「形」を、開放感のあるミモカの展示室でご紹介した。
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刊行物

制作物

カタログ

子どもチラシ

関連企画

ギャラリートーク（担当学芸員による）

【大人組】

9月19日（日）、26日（日）

10月10日（日）、24日（日） 14時～

参加者数 53人(4日間合計）

【家族組】

10月3日（日）、17日（日）、31日（日）

参加者数 5人(3日間合計）

14時～

入場者数 5:.033人
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作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

1 透明なる都市 1978 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 122. 2 

2 ターゲッ ト達と三角 1979 アクリル・カンヴァス 136. 5 X 122. 5 

3 宇宙は機械の運動場No.l 1981 アクリル・カンヴァス 200. 0 X 140. 0 

4 宇宙都市計画 1981 アクリル・カンヴァス 121. 5 X 136. 0 

5 空の遊園地 1981 アクリル・カンヴァス 122. 0 X 101. 2 

6 スペース都市 (B) 1982 アクリル・カンヴァス 122. 0 X 101. 5 

7 宇宙生物の限界 1982 アクリル・カンヴァス 116. 7 X 91. 0 

8 星座の中の小さな五つの丸 1983 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 182. 0 ， 星座からの返信 1983 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 5 

10 明るい遊歩 1983 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 5 

11 空中発芽 1983 アクリル・カンヴァス 126. 2 X 96. 0 

12 もう一つの地球 1983 アクリル・カンヴァス 126. 0 X 91. 0 

13 遊泳する窓 1984 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 290. 6 

14 窓 1984 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 130. 3 

15 都市の中の星座 1984 アクリル・カンヴァス 126. 5 X 96. 0 

16 宇宙への入場券 1984 アクリル・カンヴァス 126. 5 X 91. 2 

17 アリゾナ通信 1984 アクリル・カンヴァス 111. 2 X 96. 0 

18 窓と星座 1985 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 258. 8 

19 星座 (A) 1985 アクリル・カンヴァス 100. 0 X 80. 3 

20 通信衛星 1986 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 259. 0 

21 黄色の星座 1986 アクリル・カンヴァス 182. 0 X 152. 0 

22 星と目 1986 アクリル・カンヴァス 153. 0 X 122. 0 

23 銀河の門No.2 1986 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 122. 0 

24 明るい集落 1986 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 122. 0 

25 形のパレード 1986 アクリル・カンヴァス 111.8 X 96.0 

26 太陽は待って居る 1987 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 130. 3 

27 金環食 1987 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 120. 9 

28 未知の世界への着地 1987 アクリ）レ・カンヴァス 137. 2 X 122. 0 

29 宇宙都市計画 1987 アクリル・カンヴァス 135. 8 X 121. 0 

30 宇宙都市休日 1991 アクリル・カンヴァス 400. 9 X 250. 5 

31 角の群落 1978 アクリル・紙 74.8 X 54.8 

32 丸の世界 1980 アクリル・紙 53. 9 X 34. 0 

33 自由型体（フリ ーシェイプ） 1981 アクリル・紙 36. 0 X 51. 4 

34 整った空中都市 1982 アクリル・紙 74. 5 X 55. 7 

35 面白い仲間 1982 アクリル、鉛鏑、コラージュ・紙 59.4 X 44.4 

36 機械生活 1982 アクリル・紙 59. 5 X 44. 4 

37 遊泳都市 1983 アクリル・紙 43. 9 X 36. 6 

38 都市集合 1983 アクリル・紙 44. 0 X 36. 5 

39 休息タイム 1985 アクリル・紙 59. 0 X 46. 4 

40 パイピング集合A 1986 アクリル・紙 58. 3 X 47. 0 

41 広場の歌 1986 アクリル・紙 54.4 X 41. 5 

42 指とアンテナ 1987 アクリル・紙 76. 0 X 56. 0 
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81 ‘‘‘ ンャパニーズ・モダン—剣持勇とその柑界
期 2004年11月13日（土）～2005年 1月16日（日）

催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団、

読売新聞社大阪本社、美術館連絡協議会、西日本放送

援 香川県、 NHK高松放送局、岡山放送、KSB瀬戸内海放送、

山陽放送、 TSCテレビせとうち

企画協力 剣持デザイン研究所、松戸市教育委員会

協 賛株式会社天童木工、秋田木工株式会社、株式会社ワイ ・エム・ケー、

株式会社コトブキ、有限会社モノ・モノ、花王株式会社、

株式会社ダスキン

会

主

後

巡回先 2004年 9月4日（土） ～10月3日（日）秋田市立千秋美術館

2004年10月8日（金）～11月3日（水・祝）京都国立近代美術館

2005年 1月22日（土）～2月20日（日）松戸市立博物館

剣持勇 (1912-1971)は1932年に東京高等工芸学校木材

工芸科を卒業し、商工省工芸指導所に入所して以来、 一貫

して日本のデザインの指導的な立場にたって牽引し続けた。

指導所時代には来日したドイツ人建築家ブルーノ・タウト

の薫陶を得てモダン・デザインの実践に邁進し、家具の規

格化などに大きな成果をあげた。

猪熊弦一郎らが創立会員となる新制作派協会では1949年

に建築部を設立。新制作派協会建築部では作品として設計

図や写真、模型のみならず家具類を発表していたため、当

時発表の場の少なかったインテリアデザイナーに対しても

新しい発表の場を提供することになった。剣持は間もなく

会員となって1951年より建築部に家具を出品、自らが提唱

したジャパニーズ ・モダンの理念を追求した。

1955年に独立してデザイン事務所を構え、折から日本の

戦後建築がモダニズムの興隆を迎えるなかで、新制作派協

会建築部の設立会員である丹下健三、前川国男、そして佐

藤武夫、芦原義信ら建築家との共同作業を通じて建築空間

に独自の個性を発揮していった。その初期の仕事として、

丹下設計による香川県庁、香川県立体育館のインテリアデ

ザインを担当したことからも、剣持と香川県の繋がりは強

Vヽ

゜
今回の展覧会は剣持デザイン研究所の全面的協力を得て、

剣持の生涯にわたる活動を振り返ると同時に、同時代のデ

ザイナー豊口克平や渡辺力、親交のあった彫刻家イサム・

ノグチ、画家猪熊弦一郎などの作品も併せて展示し、剣持

勇の世界を総合的に検証した。
入場者数 6:.890人
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82猪熊弦一郎展人物像にみる表現
会

主

期 2005年 1月22日（土）～3月6日（日）

催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

G し[ N I N Q K U M た

猪熊弦一郎展 人祐｛象にみる表現

東京美術学校を離れ帝国美術院展や光風会へと活躍の場

を広げた頃の猪熊は、文子夫人やモデルたちを豊かな筆致

で写実的に表現していた。その後のフランス滞在中にはピ

カソや直接指導を受けたマティスの影響を受けパリで生活

する人々の姿を、帰国後は当時飼っていた猫と人物を組み

合わせた抽象的な人物像を描いた。

1955年の渡米を機に、都市や風景、宇宙をテーマに抽象

画家としての作品制作を続け人物の表現から距離をおくよ

うになったが、 1988年妻文子の死をき っかけに 「顔」そし

て「裸婦」などを幾何学的な形とともに表した人物像を再

び描くようになった。猪熊の長い画歴の中で「人物像」は

大きな割合を占めている。

本展覧会では、初期から晩年において人物を描いた作品

に絞り、 4つのテーマに分け、「人物像」のさまざまな表現

を展観した。モデルの姿を丁寧に捉えた初期からモデルを

必要とせずに描いた後期の作品までを追った作品による＜

人物＞、人物の中でもとくに「顔」のみを描いた＜顔＞、

「手」「足」「背中」など体の各部分に着目した作品を集め

たく部分＞、人体の形態に顔を擬似的にくみこんだ作品や

四角や丸など幾何学的な形の集合によ って人物を表 した作

品などによるく変容した人物＞。猪熊によ って多様に変化

する「人物像」の表現を紹介した。

.-ノ→1 /~‘/ °し

-- 9 --—・—―
」へ•. 
一
な

制作物 カタログ

関連企画

ギャラリートーク（担当学芸員による）

1月23日（日）、 2月6日（日）、20日（日）、

3月6日（日） 14時～

参加者数 45人 (4日間合計）

ミモカ子ども探偵団ーいのくま作品のナゾをとくI

1月30日（日）、2月13日（日）、27日（日）

14時～

参加者数 25人＋保護者6人(3日間合計）

入場者数 32206人

作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

【人物像】

l 母の像

2 ギターを持った女

3 文子座像

4 にんにくを売る子供

5 魚と女

1924 油彩・カンヴァス 72. sx 60. 8 
1930 油彩・カンヴァス 53. ox 45. 5 
1933頃 湘彩・カンヴァス 72. 7X 49. 8 

1938 湘彩・カンヴァス 91. 5X 53. 4 

1939 湘彩・カンヴァス 91. 5X 53. 4 
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No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

6 k君の像 1939 油彩・カンヴァス 80. 5X 64. 4 

7 セロを弾く男 1939 油彩・カンヴァス 60. sx 45. 7 
8 葉と立つ子供 1940 油彩・カンヴァス 80. 5X 54. 0 ， 子供達 1940 油彩・カンヴァス 54. 8X 46. 0 

10 馬と女性 1940 油彩・カンヴァス 72. ox 60. 0 
11 フィ リッピンの子供 1942頃 油彩・カンヴァス 71. 5X 52. 0 

12 マニラ ニ人少女 1942 油彩・カンヴァス 53. ox 41. 0 
13 黄色いスカ ート の婦人 1946 油彩・カンヴァス 80. 5X 64. 5 

14 壺と婦人座像 1950 油彩・カンヴァス 80. ox 65. 0 
15 立てる群像 1951 油彩・カンヴァス 131. 5Xl62. 4 

16 鳥と遊ぶ子供達 1954 油彩・カンヴァス 193. 5Xl30. 0 

17 建築と裸婦 1990 アクリル・カンヴァス 126. 5X 96. 0 

18 青い裸婦 1990 アクリル・カンヴァス 130. 5X 97. 2 

19 ドラマティ ックステージ 1991 アクリル・カンヴァス 96. OXlll. 0 

【顔】

20 顔 1938 油彩・カンヴァス 41. ox 33. 0 
21 緑の顔 1938 油彩・カンヴァス 40. l X 31. 6 

22 Portrait de Mr. Kurach1 1939 油彩・カンヴァス 41. ox 33.1 
23 葉をくはへた少女 1939 湘彩・カンヴァス 52. 7X 44. 7 

24 頭上猫 1952 油彩・カンヴァス 45.5X 37.8 

25 子供と猫 1955 油彩・カンヴァス 45. 3X 38. 0 

26 顔23(B) 1988 アクリル・カンヴァス 100. ox 80. 5 
27 顔20C 1989 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 121. 4 

28 顔眼 1991 アクリル・カンヴァス 91. 2X 73. 0 

29 顔 11(K) 1992 アクリル・カンヴァス 91. ox 65. 5 
30 緑の中の美しき顔 1992 アクリル・カンヴァス 110. ox 96. 0 
【部分】

31 題名不明 1933頃 油彩・カンヴァス 80. 5X 60. 5 

32 F 旦 1937 油彩・カンヴァス 191. 5Xl29. 0 

33 サクランボ 1939 油彩・カンヴァス 80.4X 65.4 

34 妻と手袋 1939 油彩・カンヴァス 80. 8X 60. 0 

35 浴女 1940 油彩・カンヴァス 80. 5X 64.5 

36 Foum1ko 1944 油彩・板 40. 8X 31. 5 

37 空の遊園地 1981 アクリル・カンヴァス 122. 0 X 101. 2 

38 体操と水 1987 アクリル・カンヴァス 136. ox 121. 0 
39 単純なるスケジュール 1992 アクリル・カンヴァス 96. 0X127. 0 

40 題名不明 1992 アクリル・カンヴァス 107. ox 81. 8 
【変容した人物】

41 黄昏 1937 油彩・カンヴァス 193. 5X 130. 5 

42 ヴィナス誕生 (A) 1940 油彩・カンヴァス 79. 5X 64. 5 

43 猫によせる歌 1952 油彩・カンヴァス 181. 5X259. 0 

44 馬と道化 1955 油彩・カンヴァス 117.0X 91.0 

45 子供と発見 1984 アクリル・カンヴァス 121. 5 X 101. 0 

46 頻 17 1988 アクリル、コンテ、コラージュ・カンヴァス 127. ox 96. 5 
47 顔25 1988 アクリル、コラージュ・カンヴァス 136. ox 121. 0 
48 ポートレイトの会話 1988 アクリル・カンヴァス 194. ox 130. 0 
49 ヴィナスニ人 1990 アクリル・カンヴァス 130. 4X 97. 0 

50 裸婦2 1990 アクリル・カンヴァス 136. ox 121. 5 
51 カッカツ歩く 1990 アクリル・カンヴァス 126. 5X 95. 0 

52 鳥とドール 1990 アクリル・カンヴァス 112. ox 96. 0 
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83風景遊歩 sight-cruising・ 
会

主

期 2005年 3月13日（日）～6月12日（日）

催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

財団法人ミモカ美術振興財団

風景を、身近なものであると同時に日常では見落とされ

がちなものであり、さらに時代や地域、また個人の認識の

仕方によって、その言葉から連想されるイメージが千差万

別なものと捉え、風景について美術作品を通して再考した

展覧会。風景の多様性を表すため、絵画、彫刻から写真表

現や映像、サウンドアートまで技法や制作年の異なる国内

外のアーティスト 21名の作品 30点を出品し、風景表現が

ひらく外界と自己とを双方向に結ぶ回路を遊歩し、それぞ

れの「風景」を見つける機会とした。

展覧会は《あたらしい風景》と《みえない風景》という

2つのセクションで構成し、 《あたらしい風景》では、作品

に描かれてはじめて意識に上った世界に気付 くとともに、

その風景を見出したまなざしに触れ、未知の世界が未だ多

く残されていることを示した。また《みえない風景》では、作

日口の世界に自分の内面を照らし合わせることで、想像力が

つくりだす内なる風景の拡がりを誘発し、内面を旅するた

めの入口を提示した。また様々な視点から風景を捉える機

会を設けるため、会期中には多彩な関連行事も行なった。

刊行物 カタログ

制作物 セルフガイド、子どもチラシ

関連企画

アーティスト・トーク 1

3月13日（日） 14時～15時30分

テーマ 「風景と音」

講 師 藤本由紀夫（本展出品作家）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 67人

アーティスト・トーク 2

4月23日（土） 14時～15時30分

テーマ 「自然は時間と共に真の姿を現す」

講 師野村仁 （本展出品作家）

会 場 2階ミュージアムホール

聴講者数 44人
入場者数 9.2.454人
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ワークショ ップ①

4月9日（土）、10日（日）、23日（土）、24日（日）

10時～16時

テーマ

講

会

対

「春の光の収集」

師小山田徹（美術家）

場 2階造形スタジオ、屋外

象子どもから一般

（小学6年生以下は保護者同伴）

69人 (4日間合計）参加者数

ワークショ ップ②

5月14日（土）、15日（日）13時～16時

テーマ 「2000年後の風景をつくろう！ ！」

講 師柴川敏之 （美術作家 ・福山市立

女子短期大学助教授）

会 場 2階造形スタジオ

対 象子どもから一般

(6才以下は保護者同伴）

参加者数 61人 (2日間合計）

ギャラリー・トーク（担当学芸員による）

3月19日（土）、4月2日（土）、17日（日）、

29日（金／祝）、5月21日（土）、6月5日（日）

14時～

参加者数 66人(6日間合計）

本を巡るユトレヒトの旅

5月3日（火／祝）、4日（水／休）、5日（木／祝）

10時～18時

会 場 1階ゲー トプラザ

来店者数約1,800人(3日間合計）

オープン・カフェ

5月3日（火／祝）、4日（水／休）、5日（木／祝）

10時～18時

会 場 1階ゲートプラザ

注文者数 103人(3日間合計）
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作品リスト

No. 作者名 作品名 制作年 技法・材質 サ高イXズ横（X縦奥X行横cあmる)いは 所蔵 備考

あたらしい風景

l-1 香月泰男 散歩 1953 池彩・カンヴァス 72.5 Xll6.5 愛知県美術館

1-2 猪熊弦一郎 The City Planning 1962-63 油彩・カンヴァス 203. 5 X 1 77. 6 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

1-3 牛島憲之 埋れる船 1962 袖彩・カンヴァス 72. 5 X 116. 5 愛知県美術館

1-4 福岡道雄 琵琶湖の凪 1982 FRP 47.1 Xl83.8Xl20.7 名古屋市美術館

1-5 野村仁 赤道上の太陽 1989 ゼラチン・シルバープリント、 140. 0 X 352. 0 X 60. 0 豊田市美術館

プラスチック

1-6 柳幸典 The World Flag Ant 1991 彩色砂、プラスチックボックス、 176. 5 X 741. 5 広島市現代美術館

Farm 1991-Asia プラスチックチューブ、

ビデオテープ、モニター

1-7 やなぎみわ アクアジェンヌインパラダイスII 1995 Cプリント、アクリル密藩加工 各200X 100. 0 X 3点組 国立国際美術館

1-8 秋岡美帆 光の間 1996 NECOプリント麻紙 222. 0 X 275. 0 国立国際美術館

1-9 畠山直哉 Underground # 6205 1998 Cプリント 49.0 X49.0 国立国際美術館

1-10 品山直哉 Underground # 6411 1999 Cプリント 49.0 X49.0 国立国際美術館

l-ll 畠山直哉 Underground # 6912 1999 Cプリント 49.0 X49.0 国立国際美術館

1-12 曽根裕 スノウ・ジャングル 2000 油彩・カンヴァス 130. 8 X 161. 3 豊田市美術館

1-13 酋根裕 パーム・ツリー 2002 木、粘土、ラテックス、ワイアー 103. 0 X 23. 5 X 18. 0 数田市美術館

1-14 高橋信行 ドライブ 2003 池彩、木炭カンヴァス 130.3 X 97.0 作家 出品協力

白土舎

1-15 高橋信行 ひかる ！金1柑l寺 2004 アクリル・カンヴァス 116. 7 X 116. 7 個人

みえない風景

2-1 猪熊弦一郎 戦ひの後（コレヒドール） 1942 .iIll彩・カンヴァス 111. 5 X 142. 2 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

2-2 ソフィ・カル 〈盲目の人々〉より 1986 写真、テキスト 可変 豊田市美術館

(No. 3,4, 11, 13) 

2-3 中川幸夫 隙の山 1989 写真 250. 0 X 360. 0 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

（再制作2001)

2-4 大岩オスカール幸男 エイジアンドラゴン 1995 アクリル・合板 182. 0 X 546. 0 燐田市美術館

2-5 小林孝亘 GATE 1997-98 池彩・カンヴァス 285. 0 X 400. 0 広島市現代美術館

2-6 アルフレッドジャー Solitude 2000 ライトボックス、 160. 0 X 160. 0 X 0. 6 ケンジタキギャラリー

カラートランスペアレンシー、 （ガラス）

ガラス 36. 0 X 157. 0 X 12. 7 

（ライトポックス）

2-7 野口里佳 ロケットの丘 ＃4 2001 ライトジェットプリント 154. 4 X 124. 4 （額寸） 丸砲市猪熊弦一郎現代美術館

2-8 会田誠 人(hi-to:human being) 2002 アクリル・カンヴァス， 197. 0 X 437. 0 広島市現代美術館

PROJECT インクジェットプリント・紙

2-9 高木正勝 pia flies 2004 ヴイデオ・インスタレーション 可変 作家 4分11秒

2-10 高木正勝 light pool 2004 ヴイデオ・インスタレーション 可変 作家 4分13秒

2-11 醐木正勝 WAVE 2004 ヴィデオ・インスタレーション 可変 作家 4分24秒

2-12 高木正勝 bloomy girls 2005 ヴィデオ・インスタレーション 可変 作家 5分22秒

2-13 小野博 あそこからでは何も見えない 2005 Cプリント、音牌装龍 48. 5 X 370. 0 作家 音靱制作

佐藤尚美

2-14 藤本由紀夫 EARS WITH CHAIR 2005 ミクストメデイア 可変 作家

(MARUGAME) 
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皿輝作品整理・管理

・1 貸川し

作品名 制作年 作者 材質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

2003年度 （平成15年度）

アク リル・カン 「作家からの贈りも
カガシの夢 1993 猪熊弦一郎

ヴァス の」

アクリル・カン 新渇市美術館
会期．2003年11月30日～

Face 80 1989 猪熊弦一郎 2004年1月18日
ヴァス • 三隅町立香 会場：新潟市美術館

月美術館・芸 会期：2004年1月25日～
対話彫刻 110点 猪熊弦一郎 ミクストメデイア

術の森美術館
2004年 3月28日

2003.11.11 
会場三隅町立香月美術館

• 高知県立美 会期．2004年4月4日～

術館•株式会
2004年5月23日

2004.10.24 会場：芸術の森美術館
社大丸梅田店 会期：2004年5月30日～

・女子美アー 2004年7月25日

トミュージア
会場・高知県立美術館

会期．2004年8月18日～
ム 2004年8月30R

会場大丸ミュージアム梅田

会期2004年9月8日～
2004年10月18日

会場：女子美アートミュージアム

2004年度 （平成16年度）

自画像 1921 油彩・カンヴァス
「生誕100周年記念

茨城県つくば 猪熊弦一郎回顧展」

美術館・川越

市立美術館 ・ 2004. 4.17 会期2004年4月24日～
婦人像 1926 湘彩・カンヴァス

群馬県立館林
2004年5月23日

～ 会場：茨城県つくば美術館
美術館・ 美術 2004.11.19 会期：2004年7月10日～

眠れる女 1927 油彩・カンヴァス 館連絡協議会 2004年9月5日
会場．川越市立美術館

会期：2004年9月18日～
青衣 1930 油彩・カンヴァス 2004年11月14日

会場群馬県立館林美術館

水差しを持てる女 1930 湘彩・カンヴァス

コンポジション 1930 湘彩 • カンヴァス

パレッ トを持つ女 1931 油彩・カンヴァス

二人 1931 油彩・カンヴァス

画室 1932 油彩・カンヴァス

灰色の服 1933 油彩・カンヴァス

海と女 1935 油彩・カンヴァス

s君の像 1939 湘彩・カンヴァス
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作品名 制作年 作者 材質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

2004年度 （平成16年度）

妻と手袋 1939 油彩・カンヴァス

マドモアゼルM 1940 油彩・カンヴァス

長江埠の子供達 1941 油彩・カンヴァス

ダムのある風景 1945頃 油彩・カンヴァス

バレリーナの夢想 1950 油彩・カンヴァス

猫と住む人 1952 油彩・カンヴァス

馬と道化 1955 油彩・カンヴァス

HANIWA 1 1956 油彩・カンヴァス

Pine Tree 1 1956 油彩・カンヴァス

Calm 1956 油彩・カンヴァス

星座 1958 油彩・カンヴァス

Greeting of Neighborhood 1962 湘彩・カンヴァス

The City (Green No. 4) 1968 アクリ）レ・カンヴァス

City Planning Yellow No. 1 1968 アクリル・カンヴァス

Two Shores B 1970 アクリル・カンヴァス

Landscape BY 1972 アクリル・カンヴァス

Rainbow Z 1976 アクリル・カンヴァス 茨城県つくば

角と丸 BX 1977 アクリル・カンヴァス 美術館 ・川越 2004. 4.17 
ピンク角 1977 アクリル・カンヴァス 市立美術館 ・

飛び行くカ 1978 アクリル・カンヴァス 群馬県立館林 2004.11.19 

夜を飛ぶ 1980 アクリ）レ・カンヴァス 美術館・ 美術

発芽時代 1985 アクリ）レ・カンヴァス 館連絡協議会

体操と水 1987 アクリル・カンヴァス

二つの門 1987 アクリル・カンヴァス

顔 31 1989 アクリル・カンヴァス

顔 80 1989 アクリル・カンヴァス

顔犬鳥 1991 アクリル・カンヴァス

裸子 1顔13鳥2 1991 アクリル・カンヴァス

鳥犬顔隣人 1992 アクリ）レ・カンヴァス

或晴れた一日 1992 アクリル・カンヴァス

風車と鳥 1993 アクリル・カンヴァス

飛ぶ日のよろこび 1993 アクリ）レ・カンヴァス

ダボとカガシ 1993 アクリ）レ・カンヴァス

素描 l 不詳 鉛筆・紙

素描2 不詳 木炭、インク・紙

素描 3 不詳 インク・紙

素描4 不詳 鉛筆 • 紙

素描 5 不詳 鉛筆・紙

素描 6 不詳 鉛筆・紙

素描 7 不詳 鉛筆・紙

素描 8 不詳 鉛筆・紙

コレクション 20点 不詳 鉛筆・紙

「飛ぶ夢を見た 野口

ライトジェットプ
2004. 4.14 里佳」

ロケ ットの丘 ＃4 2001 野口里佳 原美術館 ～ 会期’2004年4月24日～リント
2004. 7. 30 2004年7月25日

会場．原美術館

「ASecret History of 

陶（瀬戸 焼）、
2004. 5.10 Clay. From Gauguin to 

暑い日 1950 イサム ＇ノグチ Tate Liverpool Gormley」
木

2004. 9.11 会期：2004年5月28日～
2004年8月30日

会場TateLiverpool 
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作品名 制作年 作者 材質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

2004年度（平成16年度）

秋田市立千秋

美術館 ・京都 「ジャパニーズ ・モダ

真鍮網による椅子 1950 猪熊弦一廊 真鍮網、革、鉄
国立近代美術

ン一剣持勇とその世界

館 ・松戸市教
2004. 6.10 ー」

育委員会 ・美 2005. 3. 5 会期’2004年9月41:I~
アケサイドテーブル 1953 猪熊弦一郎 アケビ、鉄 術館連絡協議 2004年10月3日

ム云
会場．秋田市立千秋美術館

会期：2004年10月8日～

浴衣他 1955 猪熊弦一郎 染料、綿 2004年11月3日

会楊：京都国立近代美術館

会）月2005年1月221]~ 

2005年2月20日

会協：松戸市立博物館

新見美術館・ 2004. 7.17 「没後50年内田巖展～
自画像 1925 猪熊弦一郎 油彩・カンヴァス 神戸市立小磯 ～ 猪熊弦一郎・小磯良平

記念美術館 2004.12. 2 とともに～」

会阻「20()Ll・年7月27日～

支那服の女 1936 猪熊弦一郎 油彩・カンヴァス 2004'.fl：： 9月26日

会場．新見美術館

会期：2004年10月2日～
昼 1937 猪熊弦一郎 油彩・カンヴァス 2004'.tFll月28U

会楊：神戸市立小磯記念美術館

夜 1937 猪り昔弦一月I)湘彩・カンヴァス
ヰ東底日 1937 猪熊弦一郎 油彩・カンヴァス

妻と赤い服 1950 猪熊弦一郎 湘彩・カンヴァス

猫と食卓 1952 猪熊弦一郎 油彩・カンヴァス

県立神奈川近
「生誕80年 ・没後35年

2005. 1. 30 三島由紀夫 ドラマテ
三島由紀夫『仮面の告白』

不詳 猪熊弦一郎 鉛筆・紙
代文学館 ・財 ィック ヒストリ ー」

表紙画下絵 団法人神奈川
2005. 6.11 

会期．2005年4月23日～

文学振興会 2005年6月5LI 

会場県立神奈川近代文学館

-30-



w 
•1 

教育普及事業

ワークショップ

子どもたちの豊かな感性と創造力を伸ばし、育むことを目的として、主に小 ・中学生を対象にワークショップを開催した。

ワークショップ名 開催日時会場 講 師 対 象 人数 参加費 内 合六

2003.4.12山・
11人 ヴォルフガング・ライブ展関連ワーク

19仕）
「《ミルク・ストーン》のなぞ」 10:00~ 12:00 美術館スタッ フ 小・中学生 無料

ショップ。代表的な作品《ミルク・スト

ーン》を子どもの手により完成させ、よ
造形スタジオ 12人 り深い鑑賞の機会とする。
・3階展示室

2003. 5.10(±) • 
14人17出 美術館の展覧会をするためには欠

「ミュージアム探検隊 II」
10:00~ 12 :oo 災術館スタッフ 小• 中学生 無料 かせない隠された部屋を探検し、

美術館のひみつの部屋」
造形スタジオ 16人 美術館のしくみを探っていく。
• 美術館内

2003.6.14(±) 草間禰生展関連ワークショップ。ふ
「ミラクル貨ミラー」 10:00~ 12:00 美術館スタ ッフ 小・中学生 21人 無料 しぎな物体、鏡を使った、ふしぎな体

造形スタジオ 験をする。

2003. 7. 23bl<l 子ども

夏休み
~27（日）

子どもから一 442人 身近にある廃品等で自分の夢をか
「ガタピシッ、ロボット！？」

10: 00~ 12: 00 災術館スタッ フ
般

200円
なえてくれるロボットをつくる。

13:00~ 15:00 大人

造形スタジオ 26人

2003.8.1倹） 子ども

夏休み
~3(B) 

子どもから一 178人
造形スタジオに屋台が出現！素材を

「夏だ！屋台でウチワ！？」
10:00~ 12:00 災術館スタ ッフ

般
200円 いろいろトッピングしてペーパーうち

13:00~ 15:00 大人 わを作ろう。

造形スタジオ 42人

《ミルク・ストーン》のなぞ
(2003. 4) 
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ワークショップ名 開催日時会場

2004.4.11 (El)・ 
18（日）

「マリーナ・

アブラモヴィッチヘの道」
13:00~ 16:00 
3階展示室・造
形スタジオ

2004.5.8出・
15仕）

「変身？！着ぐるみをつくろう」
10:00~ 12:00 
造形スタジオ

2004.6.26(±) 
「ゴミじゃない、鳴らせば楽器！？」 10:00~ 13:00 

造形スタジオ

2004.7.28因

夏休み
~31出
10:00~ 12:00 

「ミモカでオバケ！！」
13:00~ 15:00 
造形スタジオ

2004.8.5（木）

夏休み
~7(±) 
10: 00~ 12: 00 

「描いて着るザ貨Tシャツ4」
13:00~ 15:00 
造形スタジオ

2004.8.11因

夏休み
~ 14(±) 

「ハローウッデイワールド！？」
10:00~ 12:30 
13:30~ 16:00 
造形スタジオ

『老い』を試みる
2004.8.21(±) 
10:00~ 15:00 

一老童男女の写真館
造形スタジオ

マリーナ・アブラモビッチヘの道
(2004. 4) 

講 師

美術館スタッフ

川崎展子

（現代美術作家）

山口 とも
（打楽器奏者）

美術館スタッフ

美術館スタッフ

美術館スタッフ

やなぎみわ

（展屁会出品作家）

対 象 人数

5人
子どもから 心誓）一般

(2人以上で 13人
申し込み） （だ悶督）

23人

小・中学生

22人

小・中学生 46人

子どもから 258人

大人まで （各晴）

子どもから 393人

大人まで 信噂）

子どもから 275人

大人まで (4日間）合計

小5～高校生 11人
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参加費 内 合六

マリーナ • アブラモヴィッチ展関連ワ
ークショップ。作品《出発のための

500円 鏡》の制作休験を通して作家、作品
に対しての理解をより深めようとす
る。

紙を使って、等身大の立体的な着
無料
ぐるみをつくり“変身’'に挑戦する。

さまざまな身近なモノを使っての楽
無料
器をつくり皆で合奏する。

日本だけでなく、世界中にうごめくお
化けの世界をつくってみる。参加者

100円
が作ったおばけが会期中造形スタ
ジオにどんどん増えていく。

今年で4回目となるTシャツアー
ト。白いTシャツに色落ちを防ぐ定

300円
着剤を混ぜたアクリル絵具で自由
に絵を描く。

自然物である木の持つ造形的なお
200円 もしろさぬくもりを生かして家や動
物、オブジェなどをつくる。

やなぎみわ展開連ワークショップ。身体
の一部分、顔や手・足などをいろいろな

無料
方法でエイジングして何十年後かの
年取った自分の姿（一部）に変身する。

ゴミじゃない、鳴らせば楽器l?
(2004. 6) 



ワークショップ名 開催日時会場 講 師

2004.9.25仕）・

「できるかな2004」
26（日） 小沢 剛

13:00~ 15:00 （現代美術作家）
造形スタジオ

2004.10.9国・

「コルクでポンッ！」
16(±) 
10:00~ 12:00 

美術館スタッフ

造形スタジオ

2004.11.13(±) 

「ハットしてグッド！！」
・20(±) 
10:00~ 12:00 

美術館スタッフ

造形スタジオ

2004. 12. 11(±) 

「ベリーないす2」
・ 12(8) 中村哲也

10:00~ 12:00 （現代美術作家）
造形スタジオ

2005.1.8出
10:00~ 12:30 

「光でらくがきしよう！」 2階ミュージ 美術館スタッフ
アムホール・

造形スタジオ

2005.2.12出・
「たてもの探検隊 19(±) 
～いのくま美術館へい＜！～」 10:00~ 12:00 

美術館スタッフ

造形スタジオ

2005.3.19出・

「石こうでつくるコワーイ森」
26(±) 
10:00~ 12:00 

美術館スタッフ

造形スタジオ

対 象

小4～中学生

小•中学生

小・中学生

小•中学生

小3～中学生

小•中学生

小・中学生

ハットしてグッドII
(2004. 11) 
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人数

9人

8人

19人

16人

23人

24人

20人

20人

16人

6人

6人

18人

17人

参加費 内 合六

うその自己紹介をもとにつくった帽

無料
子をかぶり、壁に貼られた新間にダ

ーツの矢を投げる。あてた言葉を即

興的に表現する。

無料
ワイン・コルクに針金やくぎ、ねじなど
の材料でコルク人形等をつくる。

無料
見たことのない、おもしろいオリジナ

ルの帽子をつくる。

ダンボールを使って、いすをつくる活

動。1日目は中村哲也さんが図面
無料 をひいたイスのパーツを組み立て、

2日目はそのイスに色をぬったり、
飾りをつけてカスタマイズ。

ペンライトで空間に絵を描く。その様
無料
子をカメラで撮影。

クイズに答えながら、たてものとして
無料
の美術館を探検する。

1日目は、全員で森のイメージをふ
くらませ木片・新間などで木や森に

無料
いそうないきものの骨組みをつくる。

2日目はそれに石こうをつけたり蛍
光カラーをぬり最後にブラックライト

で照らしてコワーイ森に仕上げる。



w 教育普及事業
iiオープン・スタジオ

オープン ・スタジオ『美術館であそぼう』

《絵具で自 由に絵を描く ・土粘土で遊ぶ活動》

時間／10時～11時30分

対象／子ども ・保護者

参加料／無料

会場／造形スタジオ

申込不要

開催日

2003年4月5日

2003年5月3日

2003年6月7日

2003年7月5日

2003年9月6日

2003年10月4日

2003年12月6日

2004年1月3日

2004年2月7日

2004年3月6日

2004年4月3日

2004年5月1日

2004年7月3日

2004年9月4日

2004年10月2日

2004年12月4日

2005年2月5日

2005年3月5日

計

子ども

56人

58人

52人

43人

52人

39人

38人

4人

32人

61人

26人

50人

64人

45人

33人

31人

22人

33人

739人

人数

保護者

37人

51人

35人

28人

31人

22人

26人

5人

18人

37人

19人

37人

51人

37人

22人

20人

35人

20人

531人
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計

93人

109人

87人

71人

83人

61人

64人

9人

50人

98人

45人

87人

115人

82人

55人

51人

57人

53人

1270人
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iiiコンサート・文化講演会

l弦が奏でるアラブとアンダルシア ウード＆フラメンコ・ギター
日 時 2003年5月18日（日） 15時開演／16時終演 入場者数 634人

会 場 1階ゲー トプラザ

入場料 無料

主 催財団法人ミモカ美術振興財団、丸亀市国際交流協会、丸亀お城まつり協賛会

出演者 常味裕司（ウード）、高木潤一（フラメンコ ・ギター）

I昼下がりのブラジル音楽
日 時 2004年5月16日（日） 15時開演／16時20分終演 入場者数 422人

会 場 2階ミュージアムホール

企画協力 ちゃいぶ28

入場料 無料

主 催財団法人ミモカ美術振興財団、丸亀市国際交流協会、丸亀お城まつり協賛会

出演者 高尾典江（ヴォーカル、ギター）、荒王哲郎 （ベース）、竹田達彦 （ドラム）

中島徹（ピアノ 、トロンボーン）

叫ゎねわね音楽会

日時 2004年6月27日（日） 14時開演／15時30分終演 入場者数 193人

会 場 2階ミュージアムホール

入場料 一般／前売3,000円、 当日3,500円 （全席自 由） 高校生以下／1,000円

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

出演者 山口とも （なにやらたたくひと）、黒田京子（ぴあのをかなでるひと）

おおたか静流（うたうたうひと）

541タチャーナ ・ヴァシ リエヴァ チェロ・コンサート

日 時 2004年6月27日（日） 14時開演／15時30分終演

会 場 2階ミュージアムホール

入場料 一般／前売3,000円、 当日3,500円 （全席自由）

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

丸亀文化祭実行委員会

助 成財団法人よんでん文化振興財団

出演者 タチャーナ ・ヴァシリエヴァ （チェロ）

入場者数 185人
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I MIMOCA現代芸術入門講座vol.4 -1 
日時 2003年8月17日（日） 15時～17時30分 受講者数 178人

講 師 ヤノベケンジ（美術家）

会 場 2階ミュージアムホール

受講料 500円 （高校生以下 • MF ・ 当日の展覧会チケッ トをお持ちの方は無料）

主 催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

I MIMOCA現代芸術人門講座vol.5 -1 
日時 2004年8月1日（日） 15時～17時

テーマ 美術館の「愛」と「正義」を考える

講 師 岩渕潤子 （静岡文化芸術大学文化政策学部文化学科助教授）

会 場 2階ミュージアムホール

受講者数 44人

受講料 500円 （高校生以下 •MF ・ 当日の展覧会チケッ ト をお持ちの方は無料）

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

I MIMOCA現代芸術入門講座vol.5 -2 
日時 2004年8月8日（日） 15時～16時45分 受講者数 68人

テーマ 美術館が仕掛けるまちづくりとは ？～現代芸術と市民参加

講 師 熊倉 純子（東京芸術大学音楽学部音楽環境創造科助教授）

会 場 2階ミュージアムホール

受講料 500円 （高校生以下 •MF ・ 当 日の展覧会チケッ トをお持ちの方は無料）

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団
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I MIMOCA現代芸術入門講座vol.5 -3 
日 時

マ

師

場

料

催

一

講

テ

講

会

受

主

2004年8月15日（日） 15時～16時30分

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館の「これまで」と

白川洋二（丸亀市猪熊弦一郎現代美術館副館長）

2階ミュージアムホール

500円 （高校生以下 •MF ・当日の展覧会チケ ッ ト をお持ちの方は無料）

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

受講者数

「これから」

62人

I MIMOCA現代芸術入門講座vol.5 -4 
日 時 受講者数

マ

師

場

料

催

一

講

テ

講

会

受

主

2004年8月29日（日） 15時～16時25分

美術館とは何かーその歴史と役割

高階秀爾（大原美術館館長／東京大学名誉教授／財団法人ミモカ美術振興財団相談役）

2階ミュージアムホール

500円 （高校生以下 • MF ・ 当 日の展覧会チケッ ト をお持ちの方は無料）

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

88人

［上映会 ワー！マイキーリターンズ

日

会

主

時

場

催

2004年9月18日（土）～26日（日）

2階ミュージアムホール

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

入場者数 874人
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w 
iv 

教育普及事業

＂l行物一覧
．．  
1v- I 当館発行刊行物

2003年
（平成15年11月）

生誕100周年記念猪熊弦一郎回顧展

内 容ごあいさつ／木島俊介 「猪熊弦一郎とニューヨー ク」

／ジョージ • R ・エリス「小さな三角の石で部屋をうず

めるとき」／安藤輝美「猪熊弦一郎 《海と女》の頃」

／カタログ／年譜／文献一覧／展覧会歴／作品リスト

監 修木島俊介

編 集丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振

興財団

翻 訳マーサ・マクリントク、高橋芽香子

仕 様 A4 148ページ

デザイン桑畑吉伸

制 作アイメ ックス ・ファインアート

印 刷 アイメックス ・ファインアート

発 行 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振

興財団、読売新聞社、美術館連絡協議会

発行 部 数 4,100部

価 格 2,000円

2004年
（平成16年2月）

~’‘”',．”.．、 °‘",.,“9 ● 9 

受

容

と

発

展

＠

花

ひ

ら

く

近

代

洋

画

国立美術館巡回展 受容と発展：花ひらく近代洋画

内 容ごあいさつ／中林和雄「洋画」と今日／図版／作家 ・

作品解説／関連年表／出品目録

編 集東京国立近代美術館、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、

財団法人ミモカ美術振興財団

仕 様 B5変型 88ページ

レイアウ ト 文京図案室

印 刷 平和写真印刷株式会社

発 行東京国立近代美術館、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、

財団法人ミモカ美術振興財団

発 行 部数 700部

価 格 1,700円
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2004年
（平成16年7月）

2005年
（平成17年3月）

やなぎみわ〔少女地獄極楽老女〕

内 容ごあいさつ／謝辞／野村雅ー 「少女と老女一願望の合

編

翻

仕

デザイ

印

発

わせ鏡」／鷲田精ーXやなぎみわ／植松由佳「やなぎ

みわ ：自分探しの旅」／カタログ／やなぎみわへの質

問状／出品作品リスト／略歴

集植松由佳、松村円

訳山川純子、吉竹美香、 BrianAmstutz、LynneE. Riggs 

様 A4変型 135ページ

ン木村三晴

刷 平和写真印刷株式会社

行丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振

興財団

発行部数 2,000部

価格 2,500円

風景遊歩 sight-cruising 

内 容あいさつ／謝辞／松村円「あたらしい風景ーその先へ

とみちびくもの一」 ／中田耕市「みえない風景一見え

ることと見えないこと一」 ／参考文献／作品図版／出

品作家略歴

編 集中田耕市、松村円

翻 訳松浦直美

仕 様 A4 80ページ

アートディレクシ ョン＆デザイン 菊地敦己

プリンティング・ディレクション 落合昔奏

印 刷 グラフ株式会社

発 行丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振

興財団

発行部数 1,500部

価格 2,300円
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w 教育普及事業
v美術図書室利川状況

2003年度 （平成15年度）

月 入室者 累 計 日数 平 均

2003年 4月 2 8 3 2 8 3 3 0 9.4 

5月 3 1 8 6 0 1 3 1 1 0. 3 

6月 2 2 0 8 2 1 2 4 9. 2 

7月 2 2 2 1, 0 4 3 3 1 7. 2 

8月 4 2 6 1, 4 6 9 3 1 1 3. 7 

9月 3 0 4 1, 7 7 3 2 5 1 2. 2 

1 0月 2 0 8 1, 9 8 1 3 1 3. 7 

1 1月 2 4 8 2, 2 2 9 2 4 1 0. 3 

1 2月 1 7 8 2, 4 0 7 2 4 7.4 

2004年 1月 2 5 6 2, 6 6 3 3 1 8. 3 

2月 2 3 8 2, 9 0 1 2 4 9. 9 

3月 3 1 2 3, 2 1 3 2 6 1 2. 0 
332日3,213人 （平均 9.7人）

2004年度 （平成16年度）

月 入室者 累 計 日数 平 均

2004年 4月 1 9 4 1 9 4 3 0 6. 5 

5月 3 2 4 5 1 8 3 0 1 0. 8 

6月 1 5 1 6 6 9 2 5 6. 0 

7月 2 3 5 9 0 4 2 6 9. 0 

8月 5 3 8 1, 4 4 2 3 1 1 7. 4 

9月 2 8 6 1, 7 2 8 2 5 1 1. 4 

1 0月 2 0 7 1, 9 3 5 3 1 6. 7 

1 1月 1 8 7 2, 1 2 2 2 1 8. 9 

1 2月 2 0 9 2, 3 3 1 2 4 8. 7 

2005年 1月 3 0 8 2, 6 3 9 2 6 1 1. 8 

2月 2 0 4 2, 8 4 3 2 8 7. 3 

3月 3 2 7 3, 1 7 0 2 5 1 3. 1 
322日 3,170人 （平均 9.8人）
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w 教育普及事業
vi ミモカフレンド

美術館で開催する展覧会、講演会などの事業を通して、

猪熊芸術及び内外の現代美術に親しむ事を目的として

1995年4月に発足した。なお、名称については、生前猪

熊が考案したものである。

会員期間 2年間

2002年4月1日～2004年3月31日

2004年4月 1日～2006年3月31日

会員数

2002 -2003年度会員 378名

2004 -2005年度会員 325名 (2005年3月31日現在）

、：： な特典

展覧会の割引 (2003年度まで2割引、 2004年度より 3

割引とする）

美術館情報のお届けなど

●主な活動内容

第11回美術鑑賞旅行

2003年 8月24日（日）

アサヒビール大山崎山荘美術館「ガーデン／山荘の時間」

国立国際美術館「ヤノベケンジーMEGALOMANIA-」

参加者42人

第12回美術鑑賞旅行

2004年 7月18日（日）

高知県立美術館 「作家からの贈りもの

アーティストの作ったおもち ゃたち」

北川村「モネの庭」マルモ ッタン

参加者39人
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高知県立美術館にて

ミモカフレンド鑑賞会

2004年 1月17日（土）

「生誕100周年記念 猪熊弦一郎回顧展」

担当学芸員によるギャラリートーク

参加者6人

2004年2月29日（日）

「国立美術館巡回展 受容と発展：花ひらく近代洋画」

担当学芸員によるギャラリートーク

参加者8人

2004年 5月8日（土）

「マリーナ ・アブラモヴィ ッチ ーTheStar-」

担当学芸員によるトワイライト・ギャラリートー ク

参加者6人

2004年6月12日（土）

「猪熊弦一郎展 ニューヨークからの発信」

担当学芸員によるギャラリートーク

参加者8人



2004年10月16日（土）

「猪熊弦一郎展 遊泳する形」

担当学芸員によるギャラリートーク

参加者4人

2004年12月4日（土）

「ジャパニーズ・モダン一剣持勇とその世界」

担当学芸員によるギャラリートーク

参加者6人

2005年2月5日（土）

「猪熊弦一郎展 人物像にみる表現」

担当学芸員によるギャラリートーク

参加者5人
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w 教育普及事業 コi隻 ミモカキッズバスボート

Vil ミモカキッズパスポート
ミモカキッズパスポート

猪熊弦一郎は子どもたちとその作品を心から愛して止まなかった。美しいものや、楽しいものをたくさん見ても ら

うことで、感性豊かな人間に成長して欲しいと願っていた。そこで作品に触れる機会をより多く持ってもらうため、

当館では平成 8年 5月より高校生以下は入館無料としている。さらに高校生以下は無料で観覧できることを広く周知

し、また美術館及び猪熊弦一郎に接する機会を増してもらい、芸術に親しむ心を育むため、平成11年 7月よりパスポ

ー トを発行、配布している。

期間 毎年 7月 1日から 1年間有効

対象 市内保育所、幼稚園年長児

市内小中学生全員

高校生以下の来館者で希望した人

来館時にパスポー トを提示するとスタンプが押印され、 1年間に 9回スタンプが押されると対話彫刻キッ ト （オブジ

ェを作成する材料キット）か、ポストカードを渡す。

ミモカキッズパスポート年間利用者数

2003年4月～2005年3月

2003年度

ヴォルフガ‘ノグ・フ―イプ展 Durchgang-Ubergang 

草間薦生展 Labyrinth一迷宮の彼方に

4 / 1 ~ 6 /15 

6 /29-9 / 7 

イン／プリン トーブリティ ッシュアートの新たなヴィジョン一 9 / 13~ 11/16 

生誕100周年記念猪熊弦一郎回顧展 11/ 23~04/ 2 I 8 

国立美術館巡回展 受容と発展 ：花ひらく近代洋画 2 / 14~ 3 /14 

マリーナ ・アブラモヴィッチ -The Star- 2 120~ 3 /31 

計

2004年度

マリーナ ・アブラモヴィッチ -The Star- 4 / 1 ~ 5 /30 

猪熊弦一郎展 ニューヨークからの発信 6 / 6 ~ 7 /19 

やなぎみわ〔少女地獄極楽老女〕 7 / 25~ 9 /12 

猪熊弦一郎展 遊泳する形 9 / 18 ~ 11/ 3 

ジャパニーズ ・モダン一剣持勇とその世界 11/13~05/ l /16 

猪熊弦一郎展 人物像にみる表現 1 /22-3 / 6 

風景遊歩 sight-cruising 3 / 13 ~ 3 /31 

計
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幼・保， 
29 

5 

12 

19 

゜74 
幼・保

7 

1 

6 

146 

2 

16 

゜178 

小学生 中学生 高校生 小計

8 21 4 42 

164 82 3 278 

99 32 17 153 

146 87 

゜
245 

45 45 4 113 

17 15 3 35 

479 282 31 866 

小学生 中学生 高校生 小計

49 12 3 71 

101 24 

゜
126 

161 85 2 254 

163 201 

゜
510 

51 ， 
゜

62 

28 12 

゜
56 

27 3 1 31 

580 346 6 1110 



w 教育普及事業
viii市内教職員対象解説会

展 覧 会 名 開催日 時間 保育所 幼稚園 小学校 中学校 その他 小計

生誕100周年記念猪熊弦一郎回顧展 2003.12.13(±) 15時～

゜゜
4 1 

゜
5 

国立美術館巡回展
2004. 2.19（木）16時～ 1 2 8 3 

゜
14 

受容と発展 ：花ひらく近代洋画

マリーナ ・アブラモヴィッチ
2004. 3. 25（木）16時～

゜゜
2 

゜゜
2 

-The Star-

猪熊弦一郎展
2004. 6.16困 17時15分～ 4 

゜
， 
゜゜

13 
ニューヨークからの発信

猪熊弦一郎展 遊泳する形 2004. 9. 30（木）16時30分～ 1 

゜
5 

゜゜
6 

ジャパニーズ ・モダン一剣持勇とその世界 2004.11.25（木）16時30分～

゜゜
1 

゜゜
1 

猪熊弦一郎展 人物像にみる表現 2005. 1. 21倫 16時30分～

゜゜
16 1 

゜
17 

風景遊歩 sight-cruising 2005. 3. 23因 16時20分～ 2 

゜
1 

゜゜
3 

計 8 2 46 5 

゜
61 
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＞
 

その他事業

iミュージアムショップ

ミュージアムショップは 1階エントランスホールに設

けられている。商品は全てオリジナルであり、開館当初

猪熊弦一郎自らグッズ製作に携わった。猪熊の『街では

売ってないもの、美術館だからあるもの』を提供すると

いう姿勢を受け継ぎ、作品をもとにした商品を新しく開

発している。

2003年度は猪熊の生誕100周年を記念して 5つの新商

品を開発した。2004年度には、 美術館ゲートプラザの巨

大壁画 『創造の広場』 (1991年）をモチーフとした便箋

と封筒を発売、好評を得た。

2003年度「生誕100周年記念猪熊弦一郎回顧展」記念

商品

1. いのくまミニバッグ 2種

透明ビニールに猪熊作品 《体操と水》(1987年）と 《手

フィンガーブラック》(1989年）をそれぞれプリントし

た小型のバッグ。持ち手と本体がひとつづきになったデ

ザイン。

価格 1,365円 （税込）

サイズ 200 X 360 X 50mm 

各1,000個限定

営随房
いのくまミニバyグ
左：手フィンガーブラック
右：体操と水

価格 1,365円（税込）

2.書籍 「私の履歴書猪熊弦一郎」

1979年 1月、日本経済新聞連載記事を単行本化。猪熊が

自らの文章により半生を綴ったもの。

価格 780円 （税込）

A5版全135頁
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3. いのくま Tシャツ 『ダボとカガシ』

黒地の半袖 Tシャツの前面に、猪熊作品 《ダボとカガ

シ》(1993年）を、縦34cmX横27cmと大きくプリント 。

生地は着心地の良い薄手の天竺綿を使用。

価格 3,780円 （税込）

サイズ S ・ M ・ L 

素材綿100%

4. いのくま長袖 Tシャツ

他館所蔵の猪熊作品 《緑陰》(1946年、高松市美術館蔵）

と 《六つの顔》(1950年、香川県文化会館蔵）を長袖 Tシ

ャツにプリント。サイズはそれぞれ作品に合わせ、『緑

陰』は女性らしい細身のシルエットに、ポップな印象の

『六つの顔』はカジュアルな大きめサイズとした。

価格 3,990円 （税込）

サイズ 《緑陰》着丈66cm、身巾49cm、袖丈56cm

《六つの顔》着丈72cm、身巾55cm、袖丈58cm

素材綿100%

5. ハートのリング

猪熊手作りの指輪をベースにデザインしたオリジナルア

クセサリー。針金をねじりあわせたリング部分から大き

なハートが立ち上がる大胆なシェイプ。リング部分に切

れ目があり若干のサイズ調整が可能。

価格 Small 8,400円、 Large 10, 500円 （税込）

サイズ Small 7 ~11号、 Large 11 ~ 15号

素材 STERLING SIL VER 925/1000 

各100個限定

2004年度便箋と封筒

1.便箋

価格 315円 （税込）

サイズ 11. 5X22cm 

50枚綴り

便箋
2.封筒 価格 315円（税込）

価格 420円 （税込）

サイズ洋形0号、長形3号

1セット10枚入り (5色各2枚）
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いのくま Tシャツ
『ダボとカガシ』

いのくま長袖Tシャツ
『緑陰』

ハートのリング

価格 3,780円（税込）

サイズ S・M・L 

素材綿100%

いのくま長袖 Tシャツ

『六つの顔』

上： Largeサイズ
下： Smallサイズ

価格 Small 8,400円（税込）

Large 10,500円（税込）

サイズ Small 7 ~11号

Large 11~15号

素材 STERLING SILVER 925/1000 

封筒

上：洋形0号
下：長形3号
価格 420円（税込）



＞
 

その他事業

•1 •1 
カフェ

カフェ レス ト・ ミモカは、2006年3月まで財団法人ミ

モカ美術振興財団の直営であったが、2006年4月より株

式会社ブルーマークに営業委託することとなった。1998

年から始まった展覧会毎の特別メニューは引き続き提供

され、来館者の好評を博している。

2003年度

葡萄のムース

（草間5爾生展 Labyrinth一迷宮の彼方に）

ナッツのタルト

（イン／プリント

ーブリティ ッシュ・アートの新たなヴィジョン一）

ブラ ックチェリーのタルト

（生誕100周年記念 猪熊弦一郎回顧展）

スィートポテト プディング風

（国立美術館巡回展 受容と発展：花ひらく近代洋画）

ココナッツミルクのブランマンジェ く星のしずく ＞

（マリーナ・アブラモヴィ ッチ ーTheStar-) 

＼
 

2004年度

ポピーシードケーキとレモンカード

（猪熊弦一郎展 ニューヨークからの発信）

Jerry in desertく砂漠の中のゼリー＞

（やなぎみわ〔少女地獄極楽老女〕展）

ココナ ッツ バナナ プディング

（猪熊弦一郎展 遊泳する形）

フィナンシェ

（ジャパニーズ・モダン一剣持勇とその世界）

カルピスとヨーグルトのムース

（風景遊歩 sight-cruising) 
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VI 人館者状況

会 期 展 覧 会 名 日数（日） 入場者数（人） 平均（焔）
2003年度 （平成15年度）

2003年4月1日～2003年6月15日 ヴォルフガング・ライプ展 7 6 8, 9 3 6 1 1 8 
2003年6月29日～2003年9月7日 草間禰生展 Labyrinth一迷宮の彼方に 7 1 13,821 1 9 5 
2003年9月13日～2003年11月16日 イ ン／プ リ ン ト ーブ リテ ィッシ ュ•アート の新たなヴィジョン一 6 5 7, 9 4 5 1 2 2 
2003年11月23日～2004年2月8日 生誕100周年記念 猪熊弦一郎回顧展 7 1 1 0, 3 4 4 1 4 6 
2004年2月14日～2004年3月14日 国立美術館巡回展 受容と発展 ：花ひらく 近代洋画 3 0 5, 5 8 8 1 8 6 
2004年3月20日～2004年3月31日 マリーナ ・アブラモヴィッ チーTheStar- 1 2 1, 3 8 9 1 1 6 
企画展計 48,023 
2003年4月1日～2003年6月22日 常設展 I 8 3 9, 3 4 1 1 1 3 
2003年6月29日～2003年9月7日 常設展Il 7 1 1 3, 9 8 0 1 9 7 
2003年9月13日～2003年11月16日 常設展皿 6 5 8, 1 0 1 1 2 5 
2003年11月23日～2004年2月8日 常設展w 7 1 1 0, 3 4 8 1 4 6 
2004年2月14日～2004年3月14日 常設展V 3 0 5, 6 2 8 1 8 8 
2004年3月20日～2004年3月31日 常設展VI 1 2 1, 4 1 6 1 1 8 
常設展計 4 8, 8 1 4 

計計9 6 , 8 3 7 
（累 1,300,627)

2004年度 （平成16年度）

2004年4月1日～2004年5月30日 マリーナ ・アブラモヴィ ッチーTheStar- 6 0 6, 3 2 5 1 0 5 
2004年6月6日～2004年7月19日 猪熊弦一郎展 ニューヨー クからの発信 4 4 3, 5 1 8 8 0 
2004年7月25日～2004年9月12日 やなぎみわ〔少女地獄極楽老女〕 5 0 8,756 1 7 5 

2004年9月18日～2004年11月3日 猪熊弦一郎展 遊泳する形 4 7 5, 0 3 3 1 0 7 

2004年11月13日～2005年1月16日 ジャパニーズ・モダン一剣持勇 とその世界 5 8 6, 8 9 0 1 1 9 

2005年1月22日～2005年3月6日 猪熊弦一郎展 人物像にみる表現 4 4 3, 2 0 6 7 3 

2005年3月13日～2005年3月31日 風景遊歩 sight-cruising 1 9 1, 6 0 2 8 4 
企画展計 35,330 
2004年4月1日～2004年5月30日 常設展 I 6 0 6, 5 5 2 1 0 9 
2004年6月6日～2004年7月19日 常設展II 4 4 3, 5 2 1 8 0 
2004年7月25日～2004年9月12日 常設展rn 5 0 8, 9 6 4 1 7 9 
2004年9月18日～2004年11月3日 常設展w 4 7 5, 0 5 7 1 0 8 
2004年11月13日～2005年1月16日 常設展V 5 8 6, 9 9 9 1 2 1 
2005年1月22日～2005年3月6日 常設展VI 4 4 3, 2 2 7 7 3 
2005年3月13日～2005年3月31日 常設展VII 1 9 1, 6 4 4 8 7 
常設展計 3 5, 9 6 4 

計計7 1 , 2 9 4 
（累 1,371,921)
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VII 組織図

2003年度 （平成15年度）
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相談役 高階秀爾 大原美術館館長 荒井 茂雄 新制作協会会貝

理 事片山 圭之 丸亀市市長 （理事長） 河野 虎雄 丸亀市文化協会会長

小佐古公士 ）L亀市教育委員会教育長 （館長兼副理事長） 小 田原保雄 丸亀市教育委員会委員長

島 川 修治 丸亀商工会議所副会頭 山地 洋子 学識経験者

前田 勺見 丸亀平井美術館副館長 小 橋 清信 丸危市教育委員会教育次長 （幅lj館長兼常務理事）

臣nTヒ1 事山地 隆 丸亀市識見委貝 田中 照明 丸亀市収入役

評議員小河 手念 丸亀市社会教育委具委貝長 川 松 美智 学識経験者

森安満里子 丸亀市婦人同休辿絡協議会会長 川 崎 展子 学識経験者

野崎 等 丸亀市小学校研究会図工美術造形部会代表 酒井 明世 学識経験者

佐野 忠子 丸亀市幼稚園長会会長 多田羅 洋 丸亀市教育委員会文化課長

曽我真佐子 丸亀市保育所長会会長 山 崎 洋子 学識経験者

香 川 r 宏 学識経験者 亀井敬子学識経験者

大西康彦 学識経験者

〔2004年3月31日現在〕
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相 談役高階秀爾 大原美術館館長 荒井 茂雄 新制作協会会員

理 事片山 圭之 丸亀市市長 （理事長） 小 田原保雄 丸亀市教育委員会委貝長

小佐古公士 丸亀市教育委員会教育長 （館長） 山地 洋子 学識経験者

島 川 イI参治 丸亀商工会議所副会頭 明石 進 丸亀市教育委員会教育次長

前田 寛 丸亀平井美術館副館長 白川 洋 二 （副館長兼常務理事）

河野 虎雄 学識経験者

臣nTと 事 山 地 隆 丸亀市識見委員 田中 照明 丸亀市収入役

評議員 直井 一之 丸亀市社会教育委員委員長 川 松 美智 学識経験者

森安満里子 丸亀市婦人団体連絡協議会会長 川崎展子 学識経験者

赤松よし子 丸屯市小学校研究会図エ美術造形部会代表 酒井 明世 学識経験者

佐野 忠子 丸亀市幼稚園長会会長 多田羅 洋 丸亀市教育委員会文化課長

曽我 真 佐子 丸亀市保育所長会会長 山 崎 洋子 学識経験者

香 川 r力上 学識経験者 亀井敬子 学識経験者

大西 康彦 学識経験者

〔2005年3月31日現在〕
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